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第
三
十
三
条
第
五
項
中
「
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
の
表
第
三
十
二
条
の
九
第
一
項
の
項
中
「
第
三
十
二
条
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を

「
第
三
十
二
条
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
五
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
五
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

心
身
の
故
障
に
よ
り
保
育
士
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

も
の

第
三
十
四
条
の
二
十
第
一
項
中「（
同
居
人
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
を
除
く
。）」
を
削
り
、同
項
中
第
一
号
を
削
り
、

第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中「（
同
居
人
に
あ
つ
て

は
、
同
項
第
一
号
を
除
く
。）」
を
削
る
。

（
大
麻
取
締
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
六
条

大
麻
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
成
年
被
後
見
人
、被
保
佐
人
又
は
」

を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

心
身
の
故
障
に
よ
り
大
麻
取
扱
者
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の

（
旅
館
業
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
七
条

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

心
身
の
故
障
に
よ
り
旅
館
業
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

（
消
費
生
活
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
八
条

消
費
生
活
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
四
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

（
医
師
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
九
条

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
を
削
る
。

第
五
条
中
「
又
は
第
二
項
」
を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
前

項
」
を
「
同
項
」
に
、「
と
き
、」を
「
と
き
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を

「
前
二
項
」
に
、「
な
す
に
当
つ
て
」
を
「
す
る
に
当
た
つ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項

中
「
又
は
第
二
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項
と

し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
第
六
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と

し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九

項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
第

一
号
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
十
一
項
」
を

「
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
一
項
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
十
一
項
又
は
第
十
三
項
前
段
」
を
「
第
十
項
又
は
第
十
二
項

前
段
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
五
項
又
は
第
十
一
項
」
を
「
第
四
項
又
は

第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
第
六
項
」

を
「
第
五
項
」
に
、「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
項
」
に
、「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

六
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
項
」に
、「
第
十
三
項
前
段
」

を
「
第
十
二
項
前
段
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
す
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第

二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
（
第
十
三
項
」
を
「
前
条
第
十
項
か
ら
第

十
七
項
ま
で
（
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
第
一
項
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
政
令
で
」
の
下
に
「
、
第
七
条
第
一
項
の
処
分
」
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
三
中
「
第
七
条
第
五
項
及
び
第
九
項
前
段
、
同
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」
を
「
第
七
条
第
四
項

及
び
第
八
項
前
段
、
同
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
に
、「
第
七
条
第
六
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
、「
第
七
条
第

九
項
後
段
」
を
「
第
七
条
第
八
項
後
段
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
歯
科
医
師
法
の
一
部
改
正
）

第
八
十
条

歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
を
削
る
。

第
五
条
中
「
又
は
第
二
項
」
を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
前

項
」
を
「
同
項
」
に
、「
と
き
、」を
「
と
き
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を

「
前
二
項
」
に
、「
な
す
に
当
つ
て
」
を
「
す
る
に
当
た
つ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項

中
「
又
は
第
二
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項
と

し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
第
六
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と

し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九

項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
第

一
号
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
十
一
項
」
を

「
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
一
項
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
十
一
項
又
は
第
十
三
項
前
段
」
を
「
第
十
項
又
は
第
十
二
項

前
段
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
五
項
又
は
第
十
一
項
」
を
「
第
四
項
又
は

第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
第
六
項
」

を
「
第
五
項
」
に
、「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
項
」
に
、「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

六
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
項
」に
、「
第
十
三
項
前
段
」

を
「
第
十
二
項
前
段
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
す
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第

二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
（
第
十
三
項
」
を
「
前
条
第
十
項
か
ら
第

十
七
項
ま
で
（
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
第
一
項
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
政
令
で
」
の
下
に
「
、
第
七
条
第
一
項
の
処
分
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
三
中
「
第
七
条
第
五
項
及
び
第
九
項
前
段
、
同
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」
を
「
第
七
条
第
四

項
及
び
第
八
項
前
段
、
同
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
に
、「
第
七
条
第
六
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
、「
第
七
条

第
九
項
後
段
」
を
「
第
七
条
第
八
項
後
段
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、「
取
消
」
を
「
取
消
し
」
に
改
め
る
。
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